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計
世
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勤
労
者
住
宅
建
設
を
予
定

t
県
住
宅
供
給
会
社

　
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
昭
和
四

十
三
年
度
事
業
計
画
の
な
か
に
十
日

町
市
に
約
一
〇
〇
戸
の
一
般
勤
労
者

向
住
宅
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
六
月
同
公
社
が
来
市
し

て
、
団
地
候
補
地
の
視
察
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
．

　
同
公
社
の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

十
日
町
市
内
に
約
一
万
坪
の
住
宅
団

地
を
造
成
し
土
地
六
十
坪
付
で
．
一

戸
約
一
．
八
○
万
円
相
当
の
木
造
二
階

建
、
延
五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
十

1階

↑1　†L365寸

τ1

ゴ。し

劃
七
・
二
五
坪
）
、
ρ
階
は
食
堂
、
台

所
、
浴
室
、
六
量
一
室
．
二
階
は
六

畳
、
四
畳
半
の
二
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
住
宅
の
申
込
資
格
は
、
世
帯

総
収
入
一
カ
月
三
六
、
○
○
○
円
以

上
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
頭
金
約

八
十
万
円
（
一
年
積
立
方
法
も
あ

る
）
残
額
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
間

の
均
等
月
賦
償
還
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
敷
地
は
現
在
第
一
候
補
地
と

し
て
、
飯
山
線
中
条
駅
の
裏
側
が
あ

出1出
1一㈱一寸叶一禰』司

訂
コ

平面図
ヒ楚」
昨年の例（ε型）住宅

げ
ら
れ
て
お
り
、
近
く
交
渉
が
お
こ

な
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

日
本
万
国
博
覧
会

「
標
語
」
募
集

2，ア幻

F
「
欄
」

宇
数
二
十
字
以
内

用
　
紙
　
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
ひ
と

　
　
　
　
つ
の
標
語
、
住
所
、
氏
名

　
　
　
　
年
令
、
職
業
、
性
別
を
明

　
　
　
　
記
す
る
。

締
切
昭
和
四
十
二
年
七
月
三
十

　
　
　
　
一
日
（
月
）

宛
先
大
阪
市
東
区
本
町
四
ー
二

岬　　入

6帖

帽一
F押

入

4．5帖

2階

「
1卸響

1＿

　
第
二
回
市
議
会
は
六
月

二
十
一
日
開
か
れ
、
二
十

七
議
案
の
審
議
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
二
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
十
三

議
築
を
可
決
。

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日

事
業
会
計
補
正
予
算

▽
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
の

　
設
置

▽
関
越
自
動
車
道
誘
致
対
策
特
別
委

　
員
会
設
置

▽
早
場
米
時
期
別
格
差
金
制
度
存
続

　
確
保
に
関
す
る
決
議
築
の
提
出

▽
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
制
定

▽
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

▽
雪
害
対
策
特
別
委
員
会
設
置

　
　
　
　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

◆
関
越
自
動
車
道
誘
致
対
策
特
別
委

　
員
（
0
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員

　
長
）

○
山
田
桂
、
山
田
正
邦
、
丸
山
尚
政

0
島
田
直
治
、
樋
口
政
太
郎
、
石
坂

　
正
隆

◆
雪
害
対
策
特
別
委
員

　
福
崎
正
平
、
金
子
幸
造
、
阿
部
周

　
作
．
村
山
正
明
、
樋
口
政
太
郎
、

　
石
坂
正
隆

　
　
　
　
十
七
、
御
堂
ピ
ル

　
　
　
　
財
団
法
人
、
日
本
万
国
博

　
　
　
　
覧
会
協
会
標
語
募
集
係

入
選
発
表
　
昭
和
四
十
二
年
九
月
十

　
　
　
　
四
日
（
木
）

入
賞
一
席
一
名
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
か
副
賞
）

　
　
　
　
二
席
　
二
名
　
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
か
副
賞
）

　
　
　
　
佳
作
　
五
名
　
一
万
円

十
日
町
コ
ー
ナ
ー
に
入
気
汐

ー
ー
新
潟
博
物
産
会
場
ー

　
去
る
八
日
か
ら
開
幕
し
た
新
潟
博

の
県
観
光
物
産
舘
に
、
十
日
町
市
の

宣
伝
コ
ー
ナ
ー
が
人
目
を
ひ
い
て
い

ま
す
。

　
昨
年
の
雪
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
「
花

の
幻
想
」
を
再
現
”
雪
と
織
物
の
十

日
町
”
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

美
し
い
き
も
の
や
、
そ
ば
や
菓
子
、

ス
ノ
リ
ヤ
な
ど
数
々
の
物
産
が
展
示

さ
れ
て
あ
り
、
黒
の
ビ
ロ
ー
ド
を
バ

ッ
ク
に
し
た
白
い
雪
の
舞
台
は
、
会

場
内
の
異
色
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
観
覧

こ
ん
な
と
き
に
サ
イ
レ
ン

町
市
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
†
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施

設
勘
定
補
正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
新
水

　
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
簡
易

　
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
と
畜

　
場
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
水
道

ー
信
濃
川
放
流
警
報
1

　
水
の
シ
ー
ズ
ソ
を
迎
え
て
、
国
鉄

信
濃
川
発
電
所
で
は
、
水
難
防
止
の

た
め
ダ
ム
の
適
正
放
流
や
、
急
激
な

増
水
時
の
サ
イ
レ
ソ
に
よ
る
警
報
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
て
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

設
備
場
所
肪
宮
中
ダ
ム

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
時
機

0
渇
水
の
た
め
ダ
ム
下
流
の
水
が
少

　
な
い
と
き
に
、
隆
雨
な
ど
で
ヒ
流

　
か
ら
の
増
水
が
生
じ
た
と
き
。

◎
洪
水
及
び
不
慮
の
災
害
な
ど
で
、

　
取
水
口
の
放
流
が
急
激
に
増
大
す

　
る
と
き
．

◎
そ
の
他
水
難
防
止
の
た
め
、
警
報

　
を
必
要
と
す
る
と
き
。

設
備
場
所
“
浅
河
原
調
整
池

サ
イ
レ
γ
を
鳴
ら
す
時
機

0
発
電
、
送
電
設
備
が
故
障
の
た
め

　
急
に
水
が
不
用
と
な
り
、
調
整
池

　
の
水
が
定
め
ら
れ
た
水
量
以
上
と

　
な
っ
て
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
流

　
出
す
る
と
き
。

設
備
場
所
”
山
本
調
整
池

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
時
機

O
浅
河
原
調
整
池
と
同
じ
。

旨
，
／
～
ノ
〉
＼
／
ミ
ー
～
／
～
＼

ミ
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者
の
足
を
と
め
、
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

　
一
方
会
場
入
口
正
面
の
テ
ー
マ
舘

で
は
県
繊
維
協
会
に
よ
る
十
日
町
織

物
も
別
個
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
中
魚
会
で

　
墓
参
バ
ス

　
東
京
中
魚
会
で
は
、
恒
例
に
よ
り

東
京
～
十
日
町
間
の
パ
ス
に
よ
る
郷

土
墓
参
を
計
画
、
つ
ぎ
の
と
お
り
田

し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

◎
出
発
　
　
　
八
月
十
二
日
、
午
後

　
　
　
　
　
　
十
一
時
、
東
京
巣
鴨

　
　
　
　
　
　
駅
前

〇
十
日
町
着
　
八
月
十
三
日
、
午
前

　
　
　
　
　
　
五
時

　
　
　
　
　
　
時
、
十
日
町
駅
前

　
　
　
　
　
　
五
時

者
募
集

　
　
男
子
警
察
官
　
約
一
七
〇
人

三
、
受
験
申
込
書
受
付
期
間

　
　
か
ら
同
九
月
二
日
ま
で

　
ω
学
歴

　
　
高
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を

図
年
令

　
　
た
だ
し
、
昭
和
四
十
三
年
三
月

　
　
に
生
れ
た
も
の
。

　
　
と
は
、
十
日
町
警
察
署
、
ま
た

　
　
で
お
き
き
く
だ
さ
い
。

さ
ん
は
市
公
民
舘
建
設
基
金
と
し
て

金
三
、
○
O
O
円
寄
附
さ
れ
ま
し
た
o
・

◎
＋
日
町
発
　
八
月
十
五
日
午
後
十
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

0
巣
鴨
駅
着
　
八
月
十
六
日
、
午
前
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

0
運
賃
　
　
　
往
復
二
、
四
〇
〇
円
・

新
潟
県
警
察
官
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

採
用
試
験
受
験
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
、
採
用
予
定
人
員
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
採
用
予
定
期
日
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
六
日
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

四
、
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
学
歴
は
間
わ
な
い
。
た
だ
し
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
有
す
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
昭
和
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
、
　
■

　
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
酬

　
　
に
生
ま
れ
た
も
の
。
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
高
校
卒
業
み
こ
み
の
も
の
は
、
　
■

　
　
昭
和
二
十
五
年
四
丹
・
一
日
ま
で
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

五
、
試
験
、
給
与
な
ど
く
わ
し
い
こ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
は
も
よ
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

寄
附
あ
り
が
と
う
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
市
内
神
明
町
富
田
医
院
富
田
淑
子
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

老
令
年
金
が
も
ら
え
な
い
？

七
月
末
ま
で
に
加
入
ま
た
は
像
険
料
の
納
入
を

　
国
民
年
金
は
国
民
が
経
済
的
な
心

配
を
せ
ず
に
安
心
し
て
豊
か
な
老
後

の
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
と
い
う
趣
旨
で
も
う
け
ら
れ
た
制

度
で
、
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加

入
し
、
原
則
と
し
て
二
十
才
の
誕
生

月
か
ら
六
十
才
の
誕
生
月
の
前
月
ま

で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
か
な
い
と
六
十
五
才
か
ら
の
老

齢
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で

蟹
灘灘

磯饗曝彌

昭
和
四
十
二
年
度

　
郡
市
美
術
展
の
作
品

　
募
集

　
作
品
内
容

蛍
洋
画
、
版
画
、
書
道
、
日
本
画
、

　
写
真

　
一
人
三
点
以
内

★
搬
入
場
所

　
十
日
町
市
商
工
福
祉
会
舘
階
下

★
日
　
時

　
八
月
二
十
日
午
前
九
時
よ
り

★
展
覧
会
場

　
十
日
町
市
商
工
福
祉
会
舘
ホ
ー
ル

★
主
　
催

　
郡
市
美
術
振
興
会

　
　
版
　
画
　
教
　
室

と
　
き
　
二
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
夜
七
時
半

と
こ
ろ
　
公
民
舘
本
舘

　
　
　
　
「
暑
中
見
舞
状
の
つ
く
り

　
　
　
　
方
」
重
野
桂
二

手

と
　
　
き

と
こ
ろ

材
料
費合

と
　
き

闘
と
こ
ろ

口■

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
加

入
は
し
て
い
る
が
保
険
料
を
末
納
し

　
加
入
さ
れ
て
も
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
情
の
あ
る
方
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
な
お
こ
の
措
置
は
七
月
末
ま
で
で

す
。 て

い
る
人
は
今
す
ぐ
加
入
し
、
保
険
・

料
を
納
め
て
お
か
な
い
と
将
来
ほ
か
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
人
は
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
の
脚

に
あ
な
た
だ
け
受
け
ら
れ
な
く
な
ワ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　　　■　　■　　m　朧－■

料

と
　
　
き

闘
と
こ
ろ

材
料
費

芸
　
教
　
室

二
十
二
日
（
土
）
と
二
十

九
日
（
土
）
午
後
一
時
硬

五
時

公
民
舘
本
舘

「
足
ふ
き
用
マ
ッ
ト
の
つ

く
り
方
」
田
村
恭
子

千
円唱

　
教
　
室

二
十
日
（
金
）
と
二
十
七

日
（
金
）
午
後
七
時
半

公
民
舘
本
舘

理
　
教
　
室

十
八
日
（
火
）

午
後
一
時
～
五
時

二
十
六
日
（
水
）

午
後
七
時
～
九
時
半

公
民
舘
本
舘

「
夏
の
ス
タ
、
・
・
ナ
料
理
」

芽
ば
え
会

一
五
〇
円

剛
　
川
治
、
六
箇
、
水
沢
地

コ

㎜
　
区
青
年
研
修
会

酬
自
と
き
二
十
二
日
（
土
）
と
二
十

“　

　
三
日
（
日
）

四
と
こ
ろ
　
南
中
学
校

一286一



（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）一’2一昭和42年7月15日（土曜日）ちまかおと報市No．129

水
害
の
予
防
態
勢
を

ー
伝
染
病

　
つ
ゆ
あ
け
の
豪
雨
に
よ
る
水
害
は

毎
年
く
り
か
え
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
と
し
は
す
で
に
九
州
、
中
国
地
方

に
多
く
の
ぎ
せ
い
者
を
出
し
て
お
り

ま
す
。

　
県
内
で
は
昨
年
七
・
一
七
水
害
が

北
蒲
原
地
方
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
充
分
な
注
意
と
、

予
防
態
勢
が
必
要
で
す
。
ま
た
つ
ゆ

ど
き
か
ら
夏
へ
か
け
て
の
伝
染
病
予

防
も
あ
わ
せ
て
健
康
な
夏
を
迎
え
ま

し
ょ
う
o

　
つ
ゆ
あ
け
の
大
雨
に
備
え
て

一
、
ま
ず
家
0
周
囲
の
水
は
け
、
家

　
屋
の
雨
も
り
、
屋
根
の
修
理
な
ど

に
藩
も

　
を
完
全
に
し
て
お
く
。

二
、
家
財
な
ど
水
に
ぬ
ら
さ
な
い
よ

　
う
高
い
所
に
移
し
て
お
く
。

三
、
宅
地
内
で
ガ
ケ
崩
れ
の
あ
る
よ

　
う
な
心
配
の
箇
所
は
、
充
分
に
土

　
ど
め
を
し
て
お
く
。

四
、
長
靴
、
雨
合
羽
な
ど
、
活
動
し

　
や
す
い
雨
具
を
用
意
し
て
お
く
．

　
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
、
家
庭
常

　
備
薬
、
荷
造
用
ナ
ワ
な
ど
非
常
用

　
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
袋
の
中
に
ま

　
と
め
て
み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
場

　
所
に
お
く
。

　
つ
ゆ
ど
き
の
伝
染
病
予
防

　
そ
ろ
そ
ろ
蚊
の
発
生
す
る
時
期
で

す
。
庭
先
の
水
た
ま
り
、
下
水
な
ど

に
殺
虫
剤
を
繰
り
返
し
ま
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
台
所
の
衛
生
も
、
つ
ゆ

ど
き
の
健
康
を
守
る
た
い
せ
つ
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
食
品
の
鮮
度
，
台
所

用
品
の
清
潔
に
も
心
を
く
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

一
、
ま
ず
三
十
秒
手
洗
い
の
励
行
、

　
で
き
れ
ば
消
毒
液
を
使
っ
て
や

　
る
◎

二
、
蚊
や
ゴ
キ
プ
リ
退
治
を
徹
底
的

　
に
や
る
。

三
、
食
器
棚
は
手
ま
め
に
熱
湯
で
ふ

　
い
た
り
、
お
弁
当
な
ど
も
い
つ
も

注
意

き
れ
い
に
し
て
お
く
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
o

新
潟
地
方
気
象
台
発
表

中

旬

　
は
じ
め
は
晴
れ
間
の
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
梅
雨
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
大
雨
の
降
る
所

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
つ
ゆ
明
け
は
半

ぽ
過
ぎ
頃
で
し
ょ
う
．
気
温
は
一
時

低
め
と
な
り
ま
す
が
平
均
で
は
平
年

並
、
隆
水
量
は
平
年
並
か
多
め
ま
た

日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

公
　
　
告

　
市
営
住
宅
入
居
申
込
受
付

　
昭
和
四
十
二
年
度
建
設
の
四
日
町
団
地
十
六
戸
の
市
営
住
宅
を
左
記
の
通
り
入
居
申
込
み
を
受
付
け
し

ま
す
。

一
、
受
付
期
日
　
昭
和
四
十
二
年
七
月
十
六
日
雪
七
月
二
十
四
日

二
、
受
付
場
所
　
十
日
町
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

一
．
一
、
入
居
者
の
資
格

　
m
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
し
て
い
る
者
。

　
図
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

　
　
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
㈹
収
入
基
準
は
過
去
一
年
間
に
お
け
る
総
所
得
を
所
得
税
法
第
二
章
第
一
節
所
得
金
額
の
計
算
方
法

　
　
の
例
に
準
じ
て
算
出
し
た
所
得
金
額
を
十
二
で
除
し
た
額
の
合
計
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二

　
　
千
円
を
控
除
し
た
額
が
二
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
ω
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

　
㈲
国
税
、
地
方
税
を
溌
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四
、
選
　
考
　
基
　
準

　
入
居
申
込
み
を
し
た
者
が
入
居
さ
せ
る
ぺ
き
市
営
住
宅
の
戸
数
を
こ
え
た
場
合
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ

　
い
て
行
う
。

　
①
住
宅
以
外
の
建
物
若
し
く
は
場
所
に
居
住
し
、
又
は
保
安
上
危
険
若
し
く
は
衛
生
上
有
害
な
状
態

　
　
に
あ
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
者
。

　
ω
他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生
活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
者
、
又
は
住
宅
が
な
い
た
め
親
族

　
　
と
同
居
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
者
。

　
個
住
宅
の
規
模
又
は
間
取
り
と
世
帯
構
成
上
と
の
関
係
か
ら
衛
生
上
又
風
教
上
不
適
当
な
層
住
状
態

　
　
に
あ
る
者
”
。

　
ω
正
当
な
事
由
に
因
る
立
退
の
要
求
を
受
け
、
適
当
な
立
退
先
が
な
い
だ
め
困
窮
し
て
い
る
者
（
自

　
　
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
）

　
㈲
住
宅
が
な
い
た
め
に
勤
務
場
所
か
ら
著
し
く
遠
隔
の
他
に
居
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
看
，
．
又

　
　
は
収
入
に
比
し
て
著
し
く
過
大
な
家
賃
の
支
払
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
。

　
㈹
前
各
号
に
該
当
す
る
者
の
外
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

五
、
種
別
構
造
別
、
第
二
種
木
造
平
家
建
一
棟
二
戸
建
　
　
、
，
、
、
，
一

六
、
入
居
予
定
月
日
　
十
一
月
頃
の
予
定

七
、
家
　
　
　
　
賃
　
　
．
二
千
二
百
円
ー
三
千
五
百
円
位
（
予
定
）

八
、
住
定
の
間
取
り
　
（
平
面
図
）

九
、
そ
の
他
、
各
団
地
の
補
欠
申
込
み
も
併
せ
て
受
付
し
ま
す
。

十
、
申
込
用
紙
は
枇
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

十
一
、
申
込
み
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　一
｝　　『轟

流調流コ
ン

調流

玄
関

便所
し理ロ

台台台 物　置
兼浴室

物　置
兼浴室

し理　し

台台　台 便所　玄
関

6　帖 4．5帖 押
入

押
入

4．5帖 6　帖

下

旬

太
平
洋
の
高
気
圧
が
発
達
し
夏
型

の
天
気
が
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

く
・
り

　
台
風
は
西
日
本
に
接
近
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
平
均
気
温
は
か
な
り

高
く
．
降
水
量
は
少
な
め
．
ま
た
日

照
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

7月

ン
A
と
か
ビ
タ
、
ミ
ン
脇
を
充
分
と
る

こ
と
が
肝
心
で
す
．

　
二
十
日
す
ぎ
。
こ
ろ
か
ら
各
学
校
と

も
夏
休
み
に
は
い
り
ま
し
ょ
う
。
高

校
生
以
上
の
登
山
、
キ
ヤ
ソ
ブ
、
海

水
浴
な
ど
に
つ
て
は
、
も
う
こ
ど
も

で
は
な
い
の
で
す
か
ら
．
あ
ま
り
く

ど
く
注
意
す
る
こ
と
な
く
、
自
主
的

な
活
動
を
尊
重
し
て
や
り
ま
し
ょ

う
●　

し
か
し
、
小
学
校
の
児
童
や
中
学

生
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
家
庭
や

学
校
の
先
生
方
の
指
導
、
保
護
が
必

要
で
す
。
近
所
の
川
だ
か
ら
と
い
っ

た
安
心
感
か
ら
か
、
案
外
、
あ
ん
な

と
こ
ろ
で
と
思
う
事
故
が
多
い
も
の

で
す
。
セ
、
ミ
取
り
に
行
っ
て
た
め
池

に
お
ち
た
と
か
魚
釣
り
に
行
っ
て
足

を
す
ぺ
ら
せ
て
深
み
へ
は
ま
っ
た
等

等
。

囎闘m“旧馴㎜

し
の
メ

　
う
っ
と
う
し
い
つ
ゆ
空
も
そ
ろ
そ

ろ
明
け
て
き
ま
す
。
長
雨
で
と
ど
こ

お
り
が
ち
だ
っ
た
家
の
内
外
の
仕
事

を
手
早
く
整
理
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
っ
て
お
く
と
、
く
さ
っ
た
り
、
か

び
が
は
え
た
り
し
ま
す
，

　
二
十
日
は
土
用
入
り
で
、
二
十
三

日
の
大
暑
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
盛
夏

と
な
り
ま
す
。
各
学
校
も
こ
の
ご
ろ

さ
N
§
§
§
§
N
ミ
N
§
N
ミ
N
§
￥
多
§
§
N
N
§

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
市
税
お
よ
び

保
険
料
が
、
五
月
三
十
一
日
付
の
税

法
改
正
と
、
六
月
市
議
会
に
お
い
て

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
つ
ぎ
の

と
お
り
改
正
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
こ
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

納
税
通
知
書
を
送

り
ま
す
の
で
、
納

’
税
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
．
、一

、
市
民
税

　
青
色
事
業
専
従
者
、
現
行
十
万

　
円
が
十
二
万
円
に

　
白
色
事
業
専
従
者
（
青
色
申
告

　
者
以
外
）
現
行
六
万
円
が
八
万

　
円
に

③
法
人
市
民
税
の
均
等
割
額

　
ω
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
が
、

市
税
・
保
険
料
の
改
正

　
以
外
の
法
人

　
現
行
二
千
円
が
、
四
千
円
に

⑰
退
職
手
当
の
特
別
徴
収
の
改

　
正

　
給
与
の
支
払
を
受
け
る
者
が

　
常
に
十
人
以
下
の
場
合
、
市

　
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に

　
　
　
　
　
限
り
六
月
か
ら
、

（上）

青
色
専
従
者
控
除
が
爬
万
円
に

ω
非
課
税
の
範
囲
の
引
き
あ
げ

　
障
害
者
．
未
成
年
者
、
老

　
年
者
等
．
前
年
中
の
純
所
得
、
現

　
行
年
二
十
四
万
円
が
二
十
六
万

　
円
に

②
専
従
者
控
除
額
の
引
き
あ
げ

　
一
千
万
円
以
上
の
法
人
及
び

　
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互

　
会
社
現
行
二
千
円
が
七
千
円

　
に

ω
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
が
一

　
千
万
円
以
下
の
法
人
及
び
＠

十
月
ま
で
及
び
十

月
か
ら
、
十
一
月

ま
で
の
納
入
期
限

に
つ
い
て
は
前
者

は
十
一
月
十
日
ま

で
、
後
者
は
四
月
＋
日
ま
で

に
市
に
納
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
延
滞
金
の

計
算
方
法
に
つ
い
て
は
次
号

で
お
し
ら
せ
し
ま
す
．

モ

か
ら
夏
期
休
暇
に
は
い
る
こ
と
で
し

よ
う
o

　
農
村
地
帯
の
方
々
は
、
農
繁
期
の

つ
か
れ
が
あ
と
に
残
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
充
分
栄
養
を
と
っ
て
早
く
体
力

を
回
復
し
て
お
き
、
夏
ま
け
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
夏
は
か
ら
だ
の
動
き
が
自
由
で
活

動
的
に
な
り
ま
す
し
、
暑
さ
に
抵
抗

す
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
も
多

い
．
そ
の
予
防
薬
を
こ
う
・
じ
な
い
と

い
わ
ゆ
る
「
夏
ま
け
」
と
か
「
夏
や

せ
」
を
お
こ
し
ま
す
．
ま
ず
ビ
タ
、
・
・

難
滋‘：’塁
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ま
た
水
泳
に
い
く
と
き
に
は
、
耳
セ

ン
を
忘
れ
ず
に
持
た
せ
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
．
水
が
耳
に
は
い
っ
て
、
中

耳
炎
を
お
こ
す
こ
ど
も
が
ひ
じ
ょ
う

に
多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
水
泳
の
あ

と
は
必
ず
き
れ
い
な
水
で
目
を
よ
く

洗
う
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
。
結

膜
炎
を
お
こ
す
こ
ど
あ
が
た
く
さ
ん

お
り
ま
す
．

　
夏
休
み
は
こ
ど
も
た
ち
の
か
ら
だ

を
き
た
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
が
、

一
面
長
い
休
み
の
た
め
、
生
活
が
不

規
則
に
な
り
が
ち
で
、
な
ま
け
ぐ
せ

や
遊
び
ぐ
せ
の
つ
く
の
も
夏
休
み
と

い
え
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
親

と
子
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
無
理
の

な
い
日
課
を
作
り
、
勉
強
、
あ
そ
び

お
手
伝
い
と
い
っ
た
約
束
を
き
め
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
　
　
　
　
　
■

み
ん
な
の
足
で
す

列
車
の
安
全
運
転
を
守
り
ま
し
よ
う

　
飯
山
線
の
旅
客
列
車
は
全
部
デ
イ

ゼ
ル
カ
ー
に
な
り
ス
ピ
ー
ド
が
早
く

な
り
ま
し
た
。

　
列
車
の
安
全
運
転
を
守
る
た
め
に

線
路
に
石
を
置
く
こ
と
や
、
線
路
歩

き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
子
供
を

線
路
の
な
か
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
最
近
自
動
車
な
ど
に
よ
る
踏
切
事

故
が
ま
す
く
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

踏
切
事
故
に
は
悲
惨
な
死
傷
事
故
が

多
く
、
列
車
の
脱
線
転
覆
等
の
重
大

事
故
も
起
り
ま
す
。
踏
切
で
は
必
ず

一
旦
停
止
し
て
、
左
右
の
安
全
を
確

か
め
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
線
路
内
を
歩
い
た
り
、
レ
！

ル
に
石
を
置
い
た
り
し
て
列
車
を
止

め
た
時
は
、
国
鉄
で
は
損
害
賠
償
を

徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
駅
）

エ
メ
ラ
ル
ド
学
級
と

　
　
　
　
勤
労
青
少
年
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
地
区
公
民
舘

　
　
昨
年
度
中
条
公
民
舘
で
は
県
の
研

　
究
委
嘱
で
社
会
教
育
課
と
共
催
で
二

　
つ
の
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
し

　
た
。
・

　
す
。
ど
ち
ら
も
立
派
な
両
親
と
な
る

　
の
あ
る
満
二
十
才
以
上
の
青
年
男
女

　
青
年
諸
君
も
期
待
を
持
っ
て
集
ま
っ

四
つ
い
て
（
一
、
結
婚
と
社
会
、
結
婚

ロ

9
　
一
つ
は
エ
メ
ラ
ル
ド
学
級
も
う
一

■
つ
は
勤
労
青
少
年
家
庭
教
育
学
級
で

日

9
た
め
に
、
学
習
す
る
こ
と
に
は
違
い

ロ
電璽

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
は

・
こ
れ
か
ら
結
婚
し
て
親
に
な
る
資
格

■ゆ

■
が
対
象
で
男
子
一
五
名
。
女
子
二
〇

旧・
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま

“

■
で
に
一
度
も
や
っ
た
こ
と
が
な
く
、

鵬

■
た
よ
う
で
す
。
学
習
内
容
は
、
1
愛

6り

旧
の
認
識
に
つ
い
て
（
一
、
愛
の
美
し

鯛じ
■
さ
二
、
愛
情
の
成
長
）
二
回
n
結
婚
に

鴨麓臼

坐
撃

と
法
律
）
三
回
皿
性
と
愛
情
に
つ
い

て
（
一
、
人
間
と
性
二
、
性
的
調
和

三
、
遺
伝
四
、
妊
娠
と
分
娩
）
四
回

W
結
婚
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
（
一
、

結
婚
へ
の
準
備
二
、
結
婚
観
の
確

立
）
二
回
計
十
回
で
二
十
時
間
の
学

習
を
し
ま
し
た
o
講
師
は
大
学
、
保
健

所
、
県
社
教
主
事
高
校
の
諸
先
生
方

を
お
願
い
し
ま
し
た
．
特
に
遺
伝
と

か
性
病
に
つ
い
て
熟
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
ま
た
結
婚
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
沢
山
の
質
問
が
で
て
熱
心
に
研

究
さ
れ
ま
し
た
。

　
勤
労
青
少
年
家
庭
教
育
学
級
は
母

親
二
十
名
、
父
親
十
五
名
の
希
望
者

が
あ
り
、
常
時
二
十
五
名
位
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
。
学
習
内
容
は
親
と

し
て
彷
く
青
年
の
生
活
や
考
え
方
を

理
解
し
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
彼
等

の
生
活
設
計
に
対
す
る
よ
い
助
言
者

に
な
る
た
め
に
学
習
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
、
親
子
の
ズ
レ
、
職
場
生
活
、

職
業
観
、
ヒ
マ
．
ア
ソ
ピ
、
交
際
と

恋
愛
、
流
行
と
消
費
生
活
、
老
後
の

生
活
設
計
、
生
き
が
い
、
心
の
は
り

青
年
と
家
庭
、
親
の
権
威
等
を
内
容

と
し
て
講
師
の
先
生
を
囲
ん
で
話
し

あ
い
中
心
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
大

学
の
先
生
並
に
、
県
の
社
教
主
事
、
市

社
会
教
育
課
の
先
生
方
を
講
師
に
お

招
き
し
ま
し
た
．
わ
が
子
の
こ
と
な

が
ら
、
わ
か
ら
な
い
点
や
ど
う
指
導

助
言
を
し
た
ら
よ
い
か
ま
よ
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
親
と
青
年
の
間
に
な
ぜ
対
立

が
起
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
原
因
と
な

る
も
の
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
生

活
の
実
態
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
違

っ
た
例
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
等

を
参
考
に
し
て
親
と
し
て
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
．

こ
う
し
た
機
会
に
少
し
で
も
自
分
の

家
庭
の
こ
と
や
子
ど
も
の
こ
と
を
考

え
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。
本
年
度

は
エ
メ
ラ
ル
ド
学
級
に
つ
い
て
は
第

二
年
目
の
計
画
と
し
て
、
結
婚
し
て

か
ら
の
間
題
を
中
心
に
、
六
月
か
ら

開
講
し
て
お
り
ま
す
．
対
象
と
な
る

青
年
を
お
持
ち
の
ご
両
親
の
方
か
ら

公
民
舘
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
察
し

て
青
年
達
を
進
め
て
参
加
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
勤
労
青
少
年
家
庭
教
育
学

級
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
井
田
地
区

で
六
月
開
講
の
予
定
で
す
。
内
容
は

昨
年
と
殆
ん
ど
同
じ
で
す
．
青
年
の

ご
両
親
の
方
は
進
ん
で
参
加
し
．
わ

が
子
の
為
に
彷
く
青
年
の
た
め
に
、

良
い
助
言
者
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

今
回
は
二
つ
の
家
庭
教
育
学
級
に
つ

い
て
書
き
ま
し
た
．
こ
の
他
に
も
地

域
の
皆
様
の
学
習
の
場
と
機
会
を
公

民
舘
で
は
沢
山
用
意
し
て
い
ま
す
。

是
非
利
用
し
て
く
だ
さ
い
．
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